
 

 
第６学年 総合的な学習の時間 学習指導案 

授業者： 増田 夏海  
会場：第二校舎３階学習室１ 
対象：６年１組３５名  

                 
１ 単元名 「食で未来をカラフルに！」（児童と決定します。） 

  

２ 単元の目標 

知識及び技能 食について調べる活動を通して、食に対する理解を広げる。 

思考力、判断力、表現力等 学習したことや生活経験と結び付けて課題を設定する。 

学びに向かう力、人間性等 食について調べる活動を通して、自己の Well beingにつなげる。 

 

３ 単元の評価規準 

 単元の評価規準 

知識・技能 
① 課題を解決することために、他教科等で学んだ技能を生かす。 

② 探究的な学習の良さを理解し、食が人生を豊かにすることに気付く。 

思考・判断・表現 

① 学習してきた内容や成果、生活経験などを関連付けながら、課題を設定している。 

② 解決に向けて必要な情報を収集している。 

③ 学んだことを整理・分析して伝えたい内容や相手に合わせて様々な方法で表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

① 自己及びグループで決めた課題を解決するための計画を立て、実行しようとしている。 

② 単元を通して学んだことを生かして、今後の食生活（Well being）に生かそうとしている。 

 
４ 研究テーマと本単元のつながり 
（１）児童の実態 

  ①教師の見取り 
 本学級の児童は５年生の総合的な学習の時間「和食の世界にレッツゴー！」で、和食の魅力について調べ、ま
とめたり伝えたりする活動を通して日本の食文化について理解を深めた。給食では、自分たちが給食の時間の中
で大切にしたいこと、それが実現できる方法について話し合い、今の自分たちの実態に合った運営をしている。
また、日常の会話や自主学習では、食にまつわる話題や学習テーマが取り上げられることがたびたびある。外国
語の授業をきっかけに知った海外の料理、「六小全校おにぎりの日」で試してみたいおにぎりの具材や形の由来
など、児童は食に対して生活の中で自然と関心をもち、より深く知りたいという意欲も高まりつつある。 
本単元では、その探求心にさらに火を付け、各自が食に対してさらに興味を広げ、探求のサイクルを回してい

ける学びを実現させていきたい。 
 
  ②実態調査（アンケート）からの考察 
   「将来、こんな自分になりたいというイメージがありますか。」という質問に対

して、８８％以上の児童が「ある」「ややある」と答えている。ゲストティーチャ
ーによる授業など今までのキャリア教育が役に立っていると考えられる。だから
こそ、そのイメージをより具体的にしていき、児童が将来より良く生きる学習が
必要であると考える。 

   また、１２％の児童はイメージがもてていない現状もある。意図的に将来につ
いて考える時間を設けたり、イメージがある児童との交流をしたりして、具体的
なイメージを膨らませられる機会としたい。 

   また、「あなたがよりよく生きるために、大切なことは何だと思いますか。」（自
由記述）という問いに対しては、思いやりや優しさ、友達を大切にするなど、人間関係に関する回答が約４割と
最も多かった。続いて、努力や挑戦など意志に関連することが３割であり、健康や生活習慣についての回答が約
２割となった。すべての土台となる健康面について意識がある児童もいるが、全体としては割合が低い。食につ
いて切り口に、意欲の高い児童の考えを広めつつ、児童が Well being について、新たな気付きを見いだせるよ
うにしたい。 

 
 （２）高学年分科会が本単元で目指す具体的な児童の姿 
 
 
 
 

自ら設定した課題を調べ、表現する活動を通して、 
食を通した Well beingの実践者になれる児童 

 



 

 （３）研究テーマにおける教材観 
  研究テーマ「Smile プロジェクト～一人ひとりの良さを大切に、お互いの良さを認め合い、みんなで笑顔になる 

Well being な学校生活を送るために～」 
「一人ひとりの良さを大切に、お互いの良さを認め合い」 
 本単元では、児童一人ひとりが食について調べたりまとめたりする活動を通して、これからの人生を豊かにす
ることを目的とした。一人ひとりがそれぞれに関心のあるテーマを選び、探究的な学習を行う中で、食に関する
多様なものの見方・考え方に触れさせたい。食という共通テーマの中で、例えば日本と他国の食文化の違いにつ
いて知ったり、それぞれの自己実現にあった栄養素の取り方があることに気付いたりするだろう。そういった食
の多様性についての児童の学びを価値付けるとともに、豊かな自己実現のために食に関わるすべての行動の良さ
を認め合える機会としたい。 
「みんなで笑顔になる Well being な学校生活を送るために」 

   Well beingの実現には健康であること、つまりしっかりとした食生活を身に付けることが必要不可欠である。
本単元では、それぞれがテーマごとに調べたりまとめたり伝えたりするにとどめず、それぞれのテーマにおける
自己、あるいは他者、社会全体（みんな）の Well beingについて考える機会としたい。栄養バランスについて知
ることはもちろん、会話をしながら食べるなど、食を通した文化的な側面も心の健康に必要であること、また、
海外の食について調べる児童については、文化的な側面から地域のつながりの良さを感じ、社会全体がそれぞれ
に地域というアイデンティティをもって生活していることなど、収集した情報をもとに、豊かな人生を送るため
の自己実現について考える機会としたい。 

 

５ 研究テーマに迫るための手だて 

  

（１）“ひと” ～発問、言葉掛けの工夫、教師の関わり方 等～ 

〇他教科とのつながりを意識させる言葉掛け 
  「国語では、「発見、日本文化のみりょく」で様々なツールで情報を調べましたね。今回も使ってみたらど
う？」「英語の発表で、○○さんがその料理を紹介していましたね。詳しく聞いてみたら？」「家庭科では、栄
養について学習しましたね。この料理はどうかな。」など、児童が学びのサイクルを回すために必要な資質・能
力を既習事項とつなげて考えられるような言葉掛けをする。 

  〇児童が自分で学習を調整できるような言葉掛け 
    児童が自ら学びのサイクルを回せるように、やりたいことが見付からない児童に対して、指示を出すのでは

なく、「『テーマバンク』を見てきたら？」「何を学びたいの？」「その理由は？」「そのテーマは○○さんも調べ
ていたよ。一緒に学んで来たら？」などと問いかけを繰り返す。 

〇児童の学習を Well beingにつなげる発問 
    単元の終末で、それぞれが学んできたことを紹介し合う。その際に、「これらに共通することは何だろう。」

と発問をすることで、それぞれのテーマで「人と食の関わり」や「食文化を大切にする良さ」などに気付ける
ようにする。 

 

 （２）“もの” ～教材、学習資料、環境の工夫 等～ 

  〇「食マップ」（学年全体で作成する掲示物） 

本児童は、第５学年で和食について学習をした。すでに、海外の食文化や健康のための食事などに対して興
味・関心が高まっている児童が多いが、まだ、自分ごととしてテーマを考えられない児童もいる。そのために、
食について、自由に書き込める模造紙（＝食マップ）を用意する。（テーマの例：郷土料理、海外の料理、食事
のマナー、特産物 など）付箋紙法を用いて、食に対するイメージを学年全員で膨らませる。その中から選択す
ることができるようにすることで学びへの意欲を持続させたい。 

  〇「マイプロフィール」（学習カード） 

    児童がこれからの生活を見直すためには、今の自分を客観視することが必要不可欠である。そのために、今

の自分と、学習等を通して成長した自分、これからの自分を整理するための学習カード「マイプロフィール」

に、情報を集約していく。自己を客観的に捉えることで自分の未来につながるようなテーマを考えられるよう

にする。 

  〇「学びのサイクルボード」（模造紙、黒板） 

    学びのサイクル（課題設定→情報の収集→整理・分析→まとめ・表現）のどこに自分が位置しているか意識で

きるように「学びのサイクルボード」を作る。児童が動かしたネームマグネットを教師が見ることで、適切な

声掛けができるようにする。 

  

 （３）“こと” ～学習過程の工夫～ 

   児童の願いをもとに、学習過程をデザインする。 

    想定される児童の願いをもとに、事前に授業計画を立てるが、実際に授業を進めていくにあたり、児童が取

り組みたいことは積極的に実現できるようにする。例えば、街頭で海外の方にインタビューをしたいというこ

とであれば、授業時間等を活用してインタビューをする機会を設ける。 

  



 

６ 単元の指導と評価の計画 

時 ねらい 学習内容・活動 知技 思判表 態度 

１ 

・食に関する、今後の単元の

学習テーマ「食で未来を

カラフルに」を設定する

ことができる。 

○昨年度の活動や学校のテーマをもとに、これから取り組む単元の学習

テーマを決める。  

・取組に名前を付ける。 

・全体の大まかな学習計画を立てる。 

 ①  

配
当
な
し 

・食に関するテーマを広げ

る。 

◯自己の生活経験や既習事項、興味・関心をもとに、食に関する多様な

側面を知る。 

・付箋紙法を用い、学年で食のテーマを広げる（食マップ）。 

・友達の意見を参考に、自己が調べたいテーマへの意識付けをする。 

   

２
（
本
時
） 

・テーマを決定し、学習計画

を立てる。 

○学年で見付けた食に関すること（食マップ）をもとに、自己が探究す

るテーマを決める。  

・個人のテーマを決める。 

・今後の計画を立て、単元の大まかな見通しをもつ。 

・単元の最後に何をしたいか考え、目的意識を高める。（〇〇に発表す

る など） 

 ① ① 

３
・
４
・
５ 

・グループの課題を解決す

ることができる。👀 

グループの計画に沿って、グループごとに以下の活動を行う。 

◯多様な方法で課題解決に必要な情報を集める。 

・本やインターネット等で情報を集める。 

◯集めた情報を整理・分析する。 

・集めた情報をテーマの中の小テーマごとに分けるなど思考ツールを用

いて整理・分析し、自己の課題解決につなげる。 

・新たな気付きや疑問をもとにさらに情報を集める。 

◯グループの目的を達成するために、適切に情報をまとめる。 

・給食の献立を考えて提案したいというグループは、どうしたら栄養士

に採用してもらえるか考えるなど、目的に応じて情報をまとめる。 

① ②  

６ 

・中間発表を行い、他のグル

ープとの学び合いを通し

て、自己のグループの課

題と計画を見直すことが

できる。 

◯協働的な学習を通して、自己のグループにない視点に気付く。 

・今まで調べてきたことを学級の他のグループに発表し合い、助言をし

合う。 

 ③  

７
・
８
・
９ 

・グループの新たな課題を

解決することができる。

👀 

他のグループからの助言をもとに計画を見直し、グループごとに以下の

活動を行う。 

◯多様な方法で課題解決に必要な情報を集める。 

・本やインターネット等で情報を集める。 

◯集めた情報を整理・分析する。 

・集めた情報をテーマの中の小テーマごとに分けるなど思考ツールを用

いて整理・分析し、自己の課題解決につなげる。 

・新たな気付きや疑問をもとにさらに情報を集める。 

◯グループの目的を達成するために、適切に情報をまとめる。 

・給食の献立を考えて提案したいというグループは、どうしたら栄養士

に採用してもらえるか考えるなど、目的に応じて情報をまとめる。 

① ② ① 

配
当
な
し 

・目的に応じて、グループで

まとめたことを発信する

ことができる。 

◯自グループが決めた計画に沿って、それぞれの目的を達成する。 

（想定される例） 

・休み時間に栄養士に献立を提案しに行く。 

・給食の残滓を減らすために作った動画を視聴してもらえるように校

長、そして、各担任に視聴のお願いをする。 

・全校朝会やお昼の放送等で発表の時間を設ける。 など 

 ③  

１
０ 

・発表したことをもとに、自

己の生き方（Well being） 

につなげることができる。 

◯単元を通して学んだことを自分自身のこれからの生き方につなげる。 

・単元の初めと終わりで自分自身にどのような変化があったか考える。 

・食を通して、未来をカラフルにしていく良さを再認識する。 

②  ② 

※👀は、ICT活用場面 ※評価の計画は、評価規準の番号とリンクしています。



                          

 

７ 本時の指導（２/１０時） 

（１） 本時の目標（◎は重点評価） 

◎学習してきた内容や成果、生活経験などを関連付けながら、課題を設定することができる。 

【思考力，判断力，表現力】 
 

（２）本時の展開   

時 学習内容 ・児童の反応 ●指導上の留意点 ◎評価（評価方法） 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５ 

 

 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 

４０ 

 

 

４５ 

１ 前時をふりかえり、学年で作成した「食

マップ」を見る。 

・食に関する事柄がたくさん集まったね 

・思っていたよりも多くのテーマがあるね 

 

 

２ 今日の学習計画を確認する。 

 

 

 

３ 学習テーマを考え、決定する。 

 

・サッカーを頑張りたいから、筋肉が付く料

理を知りたいな 

・和食の良さについて学んだから、今度は海

外の食文化を知りたいな。 

・田舎のおばあちゃんが育てているお米につ

いて詳しく知りたいな。 

 

 

４ 個人で決めた学習テーマと理由を共有す

る。 

 

 

 

 

５ 学級全体で学習テーマを仲間分けする。 

・外国に関係しているグループ 

・栄養グループ 

・食文化グループ 

 

６ 今後の計画を立て、単元の大まかな見通

しをもつ。 

 

７ 次時への見通しをもつ。 

●マップを通して「食」に関するテーマについて児童が共

通の土台で考えられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「マイプロフィール」を通して自分を客観的に見つめ、

自分の未来につながるようなテーマを選べるようする。 

 

●他教科での学習、給食、おにぎりの日、日常の話題など

を想起させる。 

 

◎学習してきた内容や成果、生活経験などを関連付けなが

ら、課題を設定することができる。（発言、学習カー

ド） 

 

 

●ホワイトボード型アプリを使い、個人で決めた学習テー

マをクラスで共有できるようにする。 

 

●決め兼ねている児童の助けとなるようテーマを決めた理

由を伝え合う。 

 

 

 

 

 

●単元の最後に何をしたいか考え、目的意識を高める。 

 

 

 

カラフルな未来につながる自分の学習テーマを考えよう 


